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「
浄
土
ア
ー
カ
イ
ブ
」 

 
「
真
理
の
花
た
ば―

若
き
女
性
へ
の
仏
教
入
門―

」

佐
藤
良
智
を
語
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

赤
坂 

明
翔 

      
 

 
 

☆ 

佐
藤
良
智
先
生
は
、法
然
上
人
鑽
仰
会
の
前
会
長
・

良
純
先
生
の
師
父
で
、
か
つ
て
三
佐
藤
（
賢
順
・
良

智
・
密
雄
）
と
も
呼
ば
れ
た
碩
学
の
一
人
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
「
浄
土
ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
は
中
村
辨
康
・

真
野
正
順
・
友
松
圓
諦
の
諸
師
を
取
り
上
げ
た
が
、

良
智
先
生
も
ま
た
若
く
し
て
法
然
上
人
鑽
仰
運
動
に

参
加
さ
れ
、
未
来
の
浄
土
宗
を
担
う
人
々―

特
に
青

年
僧
侶―

に
語
り
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
回
は
、
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）『
浄
土
』
一
月

号
よ
り
全
九
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
「
真
理
の

花
た
ば
」（
の
ち
に
単
行
本
化
）
を
紹
介
し
な
が
ら
、

こ
の
筆
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

 
 

 

☆ 

良
智
先
生
は
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
二
月
、

佐
藤
良
海
上
人
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
良
海
上

人
は
知
徳
兼
備
の
布
教
家
で
、
大
正
元
年
（
一
九
一

二
）
に
宗
学
教
校
第
四
教
校
（
名
古
屋
）
の
教
授
を

退
任
し
て
、
小
石
川
光
圓
寺
へ
晋
山
し
た
（
後
に
明

照
幼
稚
園
を
設
立
）。良
智
先
生
も
こ
れ
に
伴
い
上
京

し
、
芝
中
学
校
・
宗
教
大
学
本
科
・
大
正
大
学
仏
教

学
科
に
通
っ
た
。
大
正
大
学
の
記
念
す
べ
き
第
一
回

生
で
、
同
期
に
〔
仏
教
学
〕
栗
本
俊
道
・
佐
藤
密
雄
、

〔
宗
教
学
〕
金
田
明
進
・
中
村
康
隆
、〔
哲
学
〕
静
永

孝
英
ら
が
い
た
。
大
学
で
は
椎
尾
辨
匡
師
の
も
と
で

ア
ビ
ダ
ル
マ
研
究
に
専
念
し
、
主
席
を
栗
本
と
分
け

合
い
、
大
正
大
学
研
究
科
研
究
生
と
な
っ
た
。
栗
本
・

佐
藤
（
密
雄
）・
中
村
・
静
永
も
同
じ
く
進
学
し
、
こ

の
間
、
皆
こ
ぞ
っ
て
真
野
正
順
先
生
の
土
曜
会
に
参

加
し
て
浄
土
宗
の
行
く
末
を
語
り
合
っ
た
。
二
佐
藤

（
良
智
・
密
雄
）
は
毎
週
日
曜
日
に
荻
原
雲
来
師
の

自
宅
に
通
っ
て
パ
ー
リ
仏
典
の
講
読
に
没
頭
し
た
。

密
雄
先
生
は
後
年
、「
君
と
私
に
取
っ
て
一
番
楽
し
か

っ
た
の
は
、
多
摩
の
荻
原
先
生
の
所
に
通
っ
た
時
代

で
あ
っ
た
。
約
七
年
間
、
途
上
、
多
く
の
夢
を
抱
い

て
、
研
究
の
前
途
を
語
り
合
っ
た
」
と
述
懐
し
て
お

り
、尊
敬
す
る
師
と
切
磋
琢
磨
す
る
友
に
囲
ま
れ
た
、
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青
春
を
謳
歌
す
る
良
智
先
生
の
姿
が
目
に
浮
か
ん
で

く
る
。—

—
嗚
呼
、
素
晴
ら
し
き
青
年
時
代
！ 

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
三
月
、
二
十
九
歳
の
時
、

息
子
良
純
が
誕
生
す
る
。
そ
の
頃
、
二
佐
藤
（
良
智
・

密
雄
）
は
、
荻
原
師
指
導
に
よ
る
『
論
事
附
覚
音
註
』

（
パ
ー
リ
仏
典
『
論
事
』
の
翻
訳
書
）
の
出
版
準
備

に
苦
闘
し
て
い
た
。
翌
年
一
月
、
師
父
良
海
上
人
と

渡
邊
海
旭
師
の
遷
化
、
二
月
に
は
母
え
つ
が
浄
土
へ

と
旅
立
っ
た
。
思
わ
ぬ
こ
と
に
茫
然
自
失
す
る
良
智

先
生
で
あ
っ
た
が
、『
論
事
附
覚
音
註
』
の
刊
行
、
光

圓
寺
晋
山
、
明
照
幼
稚
園
の
引
き
継
ぎ
等
を
や
り
と

げ
た
。そ
れ
か
ら
大
乗
寮（
正
大
の
浄
土
宗
学
生
寮
）

の
設
立
や
大
正
大
学
講
師
に
就
任
と
、
種
々
活
躍
し

て
い
く
の
だ
が
、
そ
れ
は
別
の
機
会
に
譲
り
、
戦
前

の
法
然
上
人
鑽
仰
会
と
の
関
係
を
見
て
い
き
た
い
。 

昭
和
一
〇
年
四
月
、
鑽
仰
会
設
立
に
は
良
智
先
生

（
三
二
歳
）
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
当
初
の
肩
書

は
組
織
部
。
自
坊
で
も
す
ぐ
に
明
照
幼
稚
園
支
部
を

設
立
し
た
。
ま
た
戦
前
の
月
刊
誌
『
浄
土
』
の
信
仰

相
談
と
い
え
ば
中
村
辨
康
先
生
の
独
壇
場
で
あ
っ
た

が
、
実
は
創
刊
号
か
ら
三
号
ま
で
は
、
若
き
良
智
先

生
が
担
当
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
七

年
間
病
床
に
い
る
男
性
か
ら
の
「
疑
い
な
く
念
仏
を

申
す
に
は
如
何
に
す
れ
ば
よ
い
か
」と
の
相
談
に
は
、

「
疑
い
な
が
ら
煩
悶
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
に
怖
れ

ず
お
念
仏
申
さ
れ
純
な
真
剣
な
貴
殿
に
安
ら
か
な
信

仰
生
活
の
訪
れ
る
日
を
念
じ
ま
す
」
と
、
温
か
い
言

葉
を
贈
っ
て
い
る
。
他
に
も
浄
土
誌
友
会
（
読
者
が

集
ま
る
会
）
に
お
い
て
は
、
幻
灯
映
写
「
法
然
上
人

御
一
代
記
」
を
担
当
し
た
。
幻
灯
機
は
昨
今
の
映
画

と
違
い
、
静
止
画
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
て
一
コ

マ
ず
つ
場
面
を
変
え
て
い
く
も
の
で
、
も
ち
ろ
ん
音

声
は
出
な
い
。
良
智
先
生
が
ス
ラ
イ
ド
映
像
に
合
わ

せ
て
法
然
上
人
の
生
涯
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
加
え
て

い
く
と
い
う
流
れ
だ
。
先
生
の
語
り
口
調
は
ど
ん
な

も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。 

良
智
先
生
と
戦
前
の
鑽
仰
会
と
の
関
係
は
資
料
の

都
合
で
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
が
、
創
設
以
来
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

 
 

 
 

☆ 

☆ 

☆ 

 

「
真
理
の
花
た
ば
」
の
副
題
に
は
「―

若
き
女
性

へ
の
仏
教
入
門―

」
と
あ
る
が
、
男
女
問
わ
ず
全
て

の
若
者
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
若
者
を
育

て
る
大
人
が
読
む
べ
き
一
冊
と
も
言
い
た
い
。「
真
理

の
花
た
ば
」
の
前
編
は
、
釈
尊
の
教
え
で
あ
る
七
仏

通
誡
偈
・
三
法
印
・
四
諦
八
正
道
を
、
後
篇
は
、
特



3 

 

に
人
生
の
生
き
方
（
信
機
・
信
法
）
に
つ
い
て
、
良

智
先
生
は
心
に
染
み
る
〝
詩
〟
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら

語
っ
て
い
る
。
今
回
は
後
篇
を
取
り
上
げ
る
。 

 
 

 

☆ 

 
 

青
春
は
た
の
し
い 

 
 

人
生
の
春
で
あ
る
か
ら
楽
し
く
な
い
筈
は
な
い 

青
春
の
楽
し
い
声
は
絶
え
ま
な
く
響
い
て
い
る 

若
者
の
青
春
と
い
え
ば
何
だ
ろ
う
？ 

恋
愛
・
友

情
・
部
活
な
ど
お
決
ま
り
の
パ
タ
ー
ン
を
思
い
浮
か

べ
る
が
、「
あ
の
頃
に
戻
り
た
い
」
と
思
え
た
ら
、
そ

れ
は
楽
し
い
青
春
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
そ
ん

な
青
春
に
も
、
愁
い
や
寂
し
さ
が
忍
び
寄
っ
た
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

親
も
自
分
か
ら
遠
い 

友
だ
ち
も
自
分
か
ら
遠
い 

宗
教
的
な
対
象
も
自
分
か
ら
遠
い 

自
分
に
は
、
な
に
ひ
と
つ
と
し
て
勝
れ
た
も
の
が
な
い 

 

誰
か
が
言
う
。楽
し
い
だ
け
が
青
春
で
は
な
い
と
。

若
者
が
ゆ
え
の
言
い
知
れ
な
い
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情

は
常
に
身
に
潜
ん
で
い
る
。「
真
理
の
花
た
ば
」
の
連

載
は
昭
和
三
四
年
だ
が
、
そ
の
頃
よ
り
も
令
和
時
代

の
若
者
（Z

世
代
）
の
闇
は
根
深
く
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
る

S
N

S

利
用
の
爆

発
的
増
加
。
そ
の
た
め
他
者
と
自
分
を
比
べ
る
機
会

が
多
く
な
り
、
容
姿
や
才
能
、
家
庭
環
境
な
ど
生
ま

れ
の
不
遇
を
表
現
す
る
「
親
ガ
チ
ャ
」
と
い
う
言
葉

が
水
面
下
で
拡
散
し
た
。
情
報
過
多
の
社
会
に
お
い

て
、
若
者
の
悩
み
は
と
て
も
複
雑
か
つ
繊
細
化
し
て

い
る
。 

 
 

 

☆ 

夢
多
き
青
春
の
人
々
も
、
こ
の
愁
い
に
沈
む
う
る
わ
し
の

瞳
に
う
つ
る
人
生
か
ら
、
ま
こ
と
の
人
生
の
一
歩
が
始
ま

る
の
だ
。 

釈
尊
は
「
人
生
は
苦
し
み
」、
善
導
大
師
は
「
罪
悪

生
死
の
凡
夫
」
と
言
っ
た
。
若
者
は
知
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
本
来
人
間
は
力
弱
い
限
り
の
あ
る
存
在

で
あ
る
こ
と
を
。
愁
い
や
寂
し
さ
に
向
き
合
う
こ
と

で
、
真
実
に
明
る
い
〝
ま
こ
と
の
人
生
の
一
歩
〟
が

始
ま
る
こ
と
を
。—

—

た
だ
、
そ
う
い
つ
だ
っ
て
弱

い
自
己
と
向
き
合
う
の
は
苦
し
い
。 

燃
や
せ 

燃
や
せ 

こ
こ
ろ
の
と
も
し
び 

 

人
間
の
心
の
奥
底
に
は
、
愁
い
や
寂
し
さ
に
耐
え

て
生
き
抜
い
て
い
く
力
（
こ
こ
ろ
の
と
も
し
び
）
が

備
わ
っ
て
い
る
。
普
段
は
な
か
な
か
気
づ
く
こ
と
が
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で
き
な
い
。
こ
の
小
さ
な
と
も
し
び
は
、「
生
き
よ
う

と
す
る
こ
こ
ろ
」「
幸
せ
に
な
ろ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
」

と
い
え
よ
う
。
若
者
こ
そ
が
と
も
し
び
の
荷
い
手
で

あ
る
。
愁
い
や
寂
し
さ
の
な
か
で
と
も
し
び
が
萌
え

出
づ
る
と
き
、「
真
理
の
花
」（
花
み
ち
し
る
べ
）
が

咲
き
誇
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。 

 
 

☆ 

地
上
の
い
き
と
し
い
け
る
も
の 

思
い
の
ま
ま
に
伸
び
よ 

浄
き
み
仏
の
国
を
け
が
す
こ
と
な
く 

清
め
に
清
め
よ 

若
者
よ
、願
い
を
持
と
う
。清
く
純
粋
な
願
い
を
。

仏
さ
ま
は
二
つ
の
大
き
な
願
い
を
持
っ
て
い
る
。
一

つ
は
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
せ
に
明
る
く
伸

び
る
こ
と
（
成
就
衆
生
）、
二
つ
目
は
、
国
土
が
平
和

で
よ
り
良
く
清
め
ら
れ
る
こ
と
（
浄
仏
国
土
）
を
。

今
ま
さ
に
混
迷
の
令
和
時
代
に
お
い
て
、
仏
さ
ま
の

願
い
を
聞
き
、
自
ら
の
と
も
し
び
を
信
じ
て
青
春
・ 

人
生
を
歩
ん
で
い
こ
う
。
心
を
貧
し
く
す
る
の
で
は

な
く
、
こ
こ
ろ
豊
か
に
す
る
こ
と
で
救
い
の
道
が
開

か
れ
る
の
で
あ
る
。 

 
 

☆ 
 

 

 
 

柳
は
緑
に 

 
 

花
は
紅
い
に 

 

 
 

な
ん
と
い
う
た
く
ま
し
い
力
で
あ
ろ
う 

 
 

こ
の
力
こ
そ
生
命
の
根
源
な
の
で
あ
る 

 
 

こ
の
力
こ
そ
光
明
の
源
泉
な
の
で
あ
る 

 

宇
宙
に
は
大
き
な
力
（
無
量
寿
・
無
量
光
）
が
満

ち
満
ち
て
、
生
命
を
育
み
救
い
取
ろ
う
と
す
る
意
志

が
働
い
て
い
る
。こ
れ
が
仏
さ
ま
の
大
慈
悲
で
あ
り
、

阿
弥
陀
さ
ま
の
本
願
力
と
も
名
付
け
ら
れ
る
。
ど
ん

な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
阿
弥
陀
さ
ま
に
支
え
ら
れ
、

抱
か
れ
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
知
れ
ば
、「
勇
気
と
生

き
る
力
と
自
信
」
が
自
然
と
湧
い
て
く
る
。
た
だ
私

た
ち
は
「
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
」
と
称
え
て
、
安
心
し

て
阿
弥
陀
さ
ま
の
も
と
に
と
び
こ
め
ば
い
い
。 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

 

良
智
先
生
は
教
育
者
で
あ
り
詩
人
で
も
あ
っ
た
。

「
真
理
の
花
た
ば
」
に
は
、
そ
ん
な
先
生
の
人
格
が

文
章
か
ら
溢
れ
て
出
て
い
る
。 

青
春
を
讃
え
る 

若
き
い
の
ち 

こ
れ
こ
そ
花
で
あ
る 

咲
き
ほ
こ
る
人
生
の
花
だ
、 

若
き
い
の
ち
は 

讃
え
て
も 
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た
た
え
き
れ
な
い 

麗
わ
し
い
花
だ
。 

 

嗚
呼
、
浄
土
へ
の
道
を
歩
む
す
べ
て
の
人
は
、
い

つ
ま
で
も
悩
み
多
き
若
者―
青
春
の
真
っ
た
だ
中―

で
あ
る
。
そ
れ
で
こ
そ
信
仰
に
恵
ま
れ
る
幸
せ
の
世

界
が
あ
る
。
私
に
は
そ
う
思
え
て
な
ら
な
い
。 

〝
浄
土
の
花
た
ば
〟
は
こ
こ
に
あ
る
、
と
。 

 

「
大
い
に
や
り
た
ま
え
」 

と
先
生
は
言
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

  

佐
藤
良
智 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

 

さ
と
う
・
り
ょ
う
ち 

明
治
三
十
六
年（
一
九
〇
三
）

～
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）。
京
都
生
ま
れ
。
仏

教
学
者
、
教
育
家
、
光
圓
寺
住
職
。
大
正
大
学
卒
業

後
、
昭
和
一
九
年
大
正
大
学
助
教
授
、
同
二
二
年
教

授
、
同
四
一
年
文
学
部
長
、
同
四
八
年
名
誉
教
授
と

な
る
。
昭
和
七
年
明
照
幼
稚
園
長
、
同
理
事
長
。
東

京
都
私
立
幼
稚
園
連
合
会
会
長
。
私
立
学
校
教
職
員

共
済
組
合
の
設
立
に
尽
力
。
文
学
博
士
。
勲
三
等
瑞

宝
章
を
受
く
。
共
著
に
『
論
事
附
覚
音
註
』（
大
東
出

版
社
、
一
九
三
三
）
が
あ
る
。
世
寿
七
十
五
歳
。 

             


